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01 決算概況
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連結業績サマリー

第3四半期累計期間

売上高は二桁成長

売上高 4,549百万円 前年同期 +10.5%

• 引き続き各事業は堅調に推移。前期を上回る成

長率

営業利益も増益

営業利益 196百万円 前年同期比 +46.4%

• 成長投資は継続。システム投資、事業拡大によ

る人員拡大など費用増加も増益

• 営業外費用にて「持分法による投資損失」24百

万円、特別損失で「投資有価証券評価損」３百

万円を計上

FY2021 FY2022

(百万円) Q3 累計 Q3 累計 増減額 増減率

売上高 4,117  4,549  + 432  + 10.5%  

営業利益 134  196  + 62  + 46.4%  

(利益率) 3.3% 4.3%

経常利益 132  181  + 48  + 36.8%  

(利益率) 3.2% 4.0%

親会社株主に帰属する

当期純利益
91  96  + 5  + 5.7%  

(利益率) 2.2% 2.1%

前年同期比

+ 1.0%

+ 0.8%

△ 0.1%   
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売上高推移

第3四半期累計期間

ストック収益は順調に

増加を継続

• 各事業ともに新規顧客の獲得は堅調

に推移

フロー収益もコロナ禍

影響から回復し伸長

• ソリューション売上がコロナ禍の影

響から回復し伸長

• オプションなどの一時的な売上も増

加

※各種保険関連はLTD事業およびリスクファイナンシング事業の収益

（百万円）

※

+10.5%
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事業別売上高推移

四半期期間

Q3はYoY+10.0%

• 前年同期比で伸長

• 各事業セグメントともに堅調に

推移

YoY +10.0%

注：「メンタリティマネジメント事業」および「健康経営事業」は決算報告セグメントにおける『メンタリティマネジメント事業』、

「LTD事業」および「両立支援事業」は決算報告セグメントにおける『就業障がい者支援事業』に区分。
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事業別営業利益推移

第3四半期累計期間

成長投資等を継続も増益

• 成長戦略に基づくシステム投資、事

業拡大に伴う人件費増加などコスト

増加も、売上伸長により増益。

+62

+46.4%

注：全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。

注：「メンタリティマネジメント事業」および「健康経営事業」は決算報告セグメントにおける『メンタリティマネジメント事業』、

「LTD事業」および「両立支援事業」は決算報告セグメントにおける『就業障がい者支援事業』に区分しております。

（百万円）
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コスト推移

第3四半期累計期間

成長投資等を計画どおり実施

前年同期比のコスト増加率は前

期に比べて減少

(システム関連費用およびソフトウェア償却費)

• 既存サービスの刷新やセキュリティ強化、

「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」

のアップデート開発など成長投資を継続実施

• 利用増などによるサーバー費用や運用保守費

用などシステム関連費用も増加

(人件費)

• 事業の拡大に伴う人員採用など人材強化によ

り増加

+370
+9.3%

（百万円）

+499
+14.3%
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システム関連費用 前年同期比

第3四半期累計期間

ソフトウェア償却費 システム関連費用

（百万円）

（百万円）

• 新機能追加、UI/UXの改善やセキュリティ強化などシ

ステムのアップデートを継続

• 「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP 」 「アドバ

ンテッジpdCa」等の新サービスに係る償却費が増加

DXP

pdCa
タフネス

EQ関連
HARMONY

その他

+113

新サービス

既存サービス刷新

「健診な
ど」売上
連動によ

る

「pdCa

」など新
サービス
関連

事業拡大
に伴うシ
ステム増
強による

前期発生したシ
ステム移行費用
などの一時的な
費用は減少

• 売上連動による増加や、事業拡大に伴うシステム面の強

化により増加

• 前期発生したシステム移行費用等は減少

その他

+97
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事業別の状況サマリー

事業 2022年度 第３四半期累計期間の状況

メンタリティマネジメ
ント事業

• 「アドバンテッジ タフネス」は堅調に推移。

• コロナ禍で低迷していたソリューション売上が回復、ストレスチェック後のソリューション

ニーズ、多様な人事・経営課題解決ニーズも捉えて伸長。

健康経営事業
• 企業の健康経営推進ニーズ、健診データのデジタル化トレンドなど市場の追い風を背景に、

「健診管理システム」「産業医・保健師サービス」ともに引き続き伸長。前年同期比で

+26.9%の増収。

LTD事業

• 大口顧客向け案件における売上の後ろ倒しはあるものの新規顧客は順調に積み上がり伸長。

前年同期比 +10.4%と二桁成長。前期の停滞から回復。

• 市場は引き続き成長。

両立支援事業
• 育児・介護休業法改正への対応ニーズによる追い風もあって「ADVANTAGE HARMONY」

のパイプラインは堅調に増加。復職支援プログラム「eRework」のニーズも高い。

今後の成長に向けた
取組み

• 「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を軸とした総合提案によるアカウント営業を推

進。効率的な営業活動により、複数サービスの内定・導入検討企業も増加。
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メンタリティマネジメント事業

第3四半期累計 業績サマリー

売上高は堅調に推移、前年

同期比+6.3%

• ストック収益は着実に増加

• コロナ禍による影響が減少。研修などのソ

リューション売上は多様な人事・経営課題

解決ニーズも捉え伸長

• 既存の「アドバンテッジ タフネス」をはじ

め「アドバンテッジ ウェルビーイング

DXP」や「アドバンテッジ pdCa」などの

成長投資や事業拡大に伴う人件費など費用

増加でセグメント利益は減少

注：営業利益は、財務会計上の報告セグメントの利益から、更に全社費用（※）を各事業の売上比率、人員数等一定の

基準で配賦したものとなります。（※）主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費

売上高推移 セグメント利益

FY2021 FY2022

(百万円) Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 2,614   2,780   +6.3%   

費 用 2,181   2,356   +8.0%   

セ グ メ ン ト 利 益 433   423   △2.1%   

営 業 利 益 119   106   △11.3%   

前年同期比
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メンタリティマネジメント事業

商品別売上高推移

Q3はYoY+4.1%

• 「アドバンテッジ タフネス」本体

は堅調に推移

• ソリューション売上が伸長

YoY +4.1%

（百万円）
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メンタリティマネジメント事業

ソリューション売上高推移

Q3はYoY+9.3%

• 多様な人事・経営課題解決ニーズを

捉え、各種ソリューション売上は好

調に推移。

YoY +9.3%

（百万円）
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健康経営事業

第3四半期累計 業績サマリー

売上高は前年同期比+26.9%

引き続き伸長

• 「産業医・保健師サービス」は新規契約が

堅調に推移。ストレスチェック後の面談や

健康相談等の追加依頼も増加

• 「健診管理システム」は新規顧客の導入後

ろ倒しがあるものの、健診データのデジタ

ル化ニーズで導入検討企業は引き続き増加

• 事業拡大に伴う人件費など費用増加でセグ

メント利益は減少

注：営業利益は、財務会計上の報告セグメントの利益から、更に全社費用（※）を各事業の売上比率、人員数等一定の

基準で配賦したものとなります。（※）主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費

売上高推移 セグメント利益

FY2021 FY2022

(百万円) Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 491   623   +26.9%   

費 用 459   607   +32.1%   

セ グ メ ン ト 利 益 31   16   △48.1%   

営 業 利 益 △17   △42   -

前年同期比
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健康経営事業

商品別売上高推移

Q3はYoY+35.4%

• 「産業医・保健師サービス」は堅調

に推移

• 「健診管理システム」は新規顧客の

導入後ろ倒しはあるものの、見込み

顧客は着実に増加。データ入力代行

の処理件数増加などオプション売上

が増加

YoY +35.4%

（百万円）
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LTD事業

第3四半期累計 業績サマリー

売上高は前年同期比+10.4%

• 市場の成長でマーケットは引き続き好調

• 新規契約獲得も増加し堅調に推移

• 顧客拡大に伴うオペレーションシステムへ

の投資など費用増加も増益

注：営業利益は、財務会計上の報告セグメントの利益から、更に全社費用（※）を各事業の売上比率、人員数等一定の

基準で配賦したものとなります。（※）主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費

売上高推移 セグメント利益

FY2021 FY2022

(百万円) Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 722   798   +10.4%   

費 用 546   597   +9.4%   

セ グ メ ン ト 利 益 176   200   +13.6%   

営 業 利 益 82   100   +21.6%   

前年同期比
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LTD事業

売上高推移 (四半期/第３四半期累計期間)

（百万円）

YoY +12.9%

• 今期は各四半期ともに前年同期比で売上が伸長。前期

はコロナ禍の影響による停滞もあったが回復。

• 新規顧客の獲得も回復。

+10.4%

（百万円）
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両立支援事業

第3四半期累計 業績サマリー

新規契約が前期比で大幅に

増加し売上高が伸長、前年

同期比+117.9%

• 新規顧客獲得が増加しストック収益が大幅

プラス。新規導入に伴うコンサルティング

などのフロー収益も伸長

• 前期発生した新システムへの移行にともな

うスポットコストや旧システムとのダブル

費用も解消し総費用は減少、利益面も大幅

に改善

注：営業利益は、財務会計上の報告セグメントの利益から、更に全社費用（※）を各事業の売上比率、人員数等一定の

基準で配賦したものとなります。（※）主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費

売上高推移 セグメント利益

FY2021 FY2022

(百万円) Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 54   118   +117.9%   

費 用 245   224   △8.6%   

セ グ メ ン ト 利 益 △191   △106   -

営 業 利 益 △206   △127   -

前年同期比
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両立支援事業

「ADVANTAGE HARMONY」の導入状況

契約社数は62社まで増加、

Q3売上高はYoY+81.3%

• 新規顧客獲得は着実に増加

• 育児・介護休業法改正に伴うシステム

ニーズによる追い風で導入検討企業が

増加、見込み顧客獲得堅調

YoY +81.3%

（百万円）

62社

注1：契約社数は『ADVANTAGE HARMONY』 での契約のみ、『eRework』単体導入企業および『HARMONY lite』(注2)での契約社数は含んでおりません。

注2：『HARMONY lite』は、『ADVANTAGE HARMONY』の機能を一部に限定したエントリーモデルとなります。

HARMONY
利用料売上

HARMONY
初期導入など
一時的な売上

eRework/
HARMONY lite売上

HARMONY 契約社数 注1

注1
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リスクファイナンシング事業

第3四半期累計 業績サマリー

概ね計画どおり

• 売上高は前年度期比で微減

• 効率的なオペレーション業務体制維持

など費用抑制
注：営業利益は、財務会計上の報告セグメントの利益から、更に全社費用（※）を各事業の売上比率、人員数等一定の

基準で配賦したものとなります。（※）主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費

売上高推移 セグメント利益

FY2021 FY2022

(百万円) Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 234   229   △2.0%   

費 用 55   51   △8.3%   

セ グ メ ン ト 利 益 178   178   △0.0%   

営 業 利 益 156   159   +1.9%   

前年同期比
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03 トピックス
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露出強化－日本経済新聞 全段広告による認知向上

健康経営や人的資本の開示義務化に向けて
日本経済新聞全段で「提言広告」を掲出

同メッセージをWebでも展開

「人を大切にする経営」について啓発
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パブリックリレーションズを通じた認知向上

▲
2022/12/12号

週刊エコノミスト【毎日新聞出版社】

▶
2022/12/21

FQKids【アクセスインターナショナル】

ウェルビーイング向上に必要な

“EQ”を子育てに活用する社会貢献活動

「子育て×EQ研修」を世田谷区の幼稚園にて実施

■社会貢献活動への取組

■経済紙での経営者インタビュー
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「アドバンテッジウェルビーイング DXP」を軸とした総合提案の推進

新規顧客への総合提案、既存顧客へのクロスセル・アップセルを積極推進。

エンゲージメント向上 ハラスメント対策 離職防止

エンゲージメントが高まるような

組織開発・教育をしたい
未然予防に力を入れたい タフな人を採用・育成したい

従業員や求職者にとって

魅力的な制度・施策を導入したい
相談・発生後の対応を強化したい

離職リスクの

早期発見・早期フォローがしたい

健康経営/人的資本経営

まずは状況を見える化したい

フィジカル施策を強化したい

メンタル不調者を減らしたい

推進体制を整えたい

カウンセリング 研修(メンタル・人材育成)

社員研修プログラム

研修(フィジカル)

オンライン健康セミナー

eラーニングサービス 若手の対処力向上プログラム

特定保健指導

アドバンテッジ

スマートライフプログラム

福利厚生

ライフサポート倶楽部

睡眠改善アプリ組織開発コンサルティング 健康経営コンサルティング

組織開発総合プログラムデータプラットフォーム

パルスサーベイ 採用適性検査

コンサルティング コンサルティング

健診予約結果管理システム 産業医・保健師紹介

産業医・保健師サービス

団体長期障害所得補償保険 休職者管理システム

組織と個の

パフォーマンス

向上！

様々な
経営・
人事課題
を解決
するため

総合提案
営業組織
を構築
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導入事例－「アドバンテッジウェルビーイング DXP」を軸とした総合提案の推進

大手企業を中心に、経営・人事課題を解決するための総合提案が進捗。



27© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

新サービスリリース－ eラーニングサービス「アドバンテッジスクール」

タフネスとあわせて使うことで、学習後の変化を定量的に可視化。

課題把握→最適な施策実行→効果検証…の従業員のセルフケアPDCAが自動で回せる。

個人課題の状態に合った最適なeラーニング研修を

ストレスチェックの結果から自動レコメンド

サーベイで個人課題を把握

課題把握 解決策のレコメンド 効果検証eラーニングを受講

※画像はイメージです。実際の画面とは異なります。

個人/組織結果で受講効果を確認

タイムリーに
効果検証可能

自動レコメンド

個人結果画面
年次調査

月次調査
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新サービスリリース－ eラーニングサービス「アドバンテッジスクール」

人事課題に効く70種以上のコンテンツを網羅。専門的で質の高いeラーニング研修。

コンテンツの幅が広い分、

人事として学んでほしいテーマは

選ばれづらいことも

人

材

育

成

1 研修時間

2 研修費用

3
パフォーマンスとキャリア開発につき
定期的なレビューを受けている従業員の割合

4 研修参加率

5 複数分野の研修受講率

6 リーダーシップの育成

7 研修と人材開発の効果

8 人材確保・定着の取組の説明

9 スキル向上プログラムの種類・対象等

【例】以下の開示項目に対応

「会社として受けてほしい研修」

がきちんと届く

一般的なサブスク型

eラーニング

人的資本経営に向けた

取り組みの一つとして社外開示が可能

全社員に学んでほしい情報が、

きちんと届く！

アドバンテッジ

スクールなら

※人的資本可視化指針sisin.pdf (cas.go.jp)より抜粋

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/wgkaisai/jinteki/sisin.pdf
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新サービスリリース－他社評価を加えたEQ研修「アザーズサイエンスプログラム」

自覚のない管理職へ「周囲からの期待・あるべき姿」を捉えた行動変容を実現。

New
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調査研究－「ウェルビーイング」と「仕事のパフォーマンス」との相関

当社顧客企業272 社、28.8万人のデータを分析。

ウェルビーイング偏差値が高い企業ほど、仕事のパフォーマンスが高い傾向が明らかに。

※アドバンテッジタフネス白書 2022における弊社顧客のスタンダード / スタンダードチェック / プレミアムプラン企業を対象；企業数 = 272社; n = 288,388名
※指標によってはデータのない企業もあるため、その場合は利用できる指標のみで平均
※相関係数は、-1から1の間の値をとり、絶対値が1に近いほど相関が強く、逆に0に近くなると相関が弱いという解釈。0.1以上が「小」、0.3以上が「中」、0.5以上が「大」の相関関係があるといえる。

精神

社会

身体

・ストレス反応(精神症状)

・ワークエンゲージメント

・満足度(仕事・家庭生活)

・ソーシャル・キャピタル

・精神的安定

・エンプロイーエンゲージメント

・生活習慣

・ストレス反応(身体症状)

ウェルビーイング偏差値の構成要素

総合ウェルビーイング偏差値

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

※

Ｈ
Ｐ
Ｑ

r＝0.59

   ia 

精神

身体 社会
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イベント情報－「健康経営」そして「ウェルビーイング経営」へ

「人への投資」の本質的価値を考える産経新聞社のイベントへ協賛。

当社を含め、2022年度健康経営銘柄選定企業の4社が健康経営先進企業として登壇。
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イベント情報－アドバンテッジタフネスご契約企業様限定セミナー
～健康経営銘柄選定企業に学ぶ「社員幸福度経営の実践による健康経営」～

健康経営銘柄に3年連続選定、ホワイト500に5年連続認定された「第一工業製薬」様ご登壇。

先進的な健康経営の情報共有会を開催。ユーザー企業様との連携を強化。

多くの弊社ユーザーが参加。
健康経営先進企業の成功事例が
共通言語で語られるため、
ディスカッションも大盛況。



33© Advantage Risk Management Co.,Ltd.



34© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

免責事項

本資料に含まれる計画、見通し、戦略その他の将来に関する記述は、本資料作成日時点におい

て当社が入手している情報および合理的であると判断している仮定に基づくものであり、さま

ざまなリスクおよび不確実性が内在しています。

そのため実際の業績などは、経営環境の変動などにより、当該記述と著しく異なる可能性があ

り、正確であるという保証はありません。

また、本資料に記載されている当社および当社グループ以外の情報は、一般に公知の情報に依

拠したものであり、情報の正確性などについて保証するものではありません。
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